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令和７年度 第１回 築上町総合教育会議 会議録 

 

 

１ 日 時  令和８年２月９日（月）   午前１１時００分開会 

 

２ 場 所  築上町役場 議会委員会室 

 

３ 出席者   

 （構成員） 築上町長       新川 久三 

       教育委員会 

        委 員       折本 美佐子 

        委 員       小林 正尚 

        委 員       正野 法子 

教育長       久保 ひろみ 

 （構成員以外の出席者） 

        種子生涯学習課長、樽本教育施設整備室長、鍛治総務課長、 

脇山生涯学習課参事、中原学校教育課課長補佐、 

藤江教育施設整備室課長補佐、寺門指導主事、上原指導主事 

  

（傍聴者）  １ 名 

 

    ※読みやすくするため、発言の趣旨を損なわない範囲で、重複表現、言い 

       回しなどを整理しています。 

 

午前９時００分開会 

○学校教育課長補佐（中原 寿浩君）  皆様、こんにちは。 

 定刻になりましたので、令和７年度第１回築上町総合教育会議を開催いたします。 

 進行を務めます学校教育課課長補佐の中原でございます。よろしくお願いいたします。本来で

あれば課長の則松が執り行うんですけれども、本日より公務により、国際交流の一環としてグア

ムのほうに出張に行っておりますので、事務局として随行しておりますので、御了承ください。 

 それでは、まず会議に先立ちまして１点御報告がございます。教育長、お願いいたします。 

○教育長（久保 ひろみ君）  皆さん、おはようございます。 



- 2 - 

 新しい教育委員さんをお迎えすることになりましたので、御紹介をさせていただきます。前任

の鱒渕委員の後任として正野法子さんをお迎えすることとなりました。２月３日付で辞令を発令

させてもらっているところでございます。正野さん、一言お願いいたします。 

○委員（正野 法子君）  おはようございます。正野です。初めてのことで右も左も分かりません

が、よろしくお願いいたします。 

○教育長（久保 ひろみ君）  皆さん、よろしくお願いいたします。（拍手） 

○学校教育課長補佐（中原 寿浩君）  ありがとうございました。 

 それでは、お手元に配付いたしました次第に沿って進行させていただきます。 

 ２点目の町長挨拶でございます。よろしくお願いいたします。 

○町長（新川 久三君）  皆さん、おはようございます。私の任期もあさってということで、

１１日までございますけど、実質上、明日が最後の務めになります。１１日は建国記念日という

ことで休みになっております。今日、教育総合会議という形の中で、ただいま教育委員の正野さ

んから御挨拶がございましたが、鱒渕委員が町会議員に出馬して見事当選されました。その後任

として正野法子さんを委員として迎えました。鱒渕委員も保護者代表でお願いしておりましたけ

れども、正野さんも保護者代表でお願いしたところでございます。議会も無事通過をいたしまし

て、２月３日付で辞令をお渡ししたところでございます。 

 そして、私ごとでございますけれど、椎田町から通算して２４年間、町長を務めさせていただ

いて、今日が最後の教育総合会議の場となります。そういう形の中でいろんな形を振り返ってみ

れば紆余曲折ございましたが、教育行政、前向きに進んでいるのではなかろうかなと思っており

ますし、あと後任の古市照雄町長におかれましても、私の路線を引き継いでいただけるという形

もございますので、円滑なる教育行政が期待できると、このように思っているところでございま

して、教育委員の皆様もぜひ、古市町長とともに教育をより一層、築上町の教育ここにありとい

うことで頑張っていただければいいかなと思っておるところでございます。 

 本当に長い間ありがとうございました。（拍手） 

○学校教育課長補佐（中原 寿浩君）  ありがとうございます。 

 それでは、続いて第３、報告事項ということでございますが、ここからは町長に進行をお願い

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○町長（新川 久三君）  毎度恒例で私がこの会議の進行を務めさせていただいております。 

 まず、各課から報告をお願いします。各課から説明の後、質疑の時間を設けたいと思います。 

 ＳＴＥＡＭ教育の推進についてということで学校教育課から説明をお願いします。 

○指導主事（寺門 東君）  学校教育課の寺門です。濱田が出張のため代理で報告をさせていただ

きます。 
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 ただいまからＳＴＥＡＭ教育の推進について説明をいたします。 

 ＳＴＥＡＭ教育については、県教育委員会の指定を受け、椎田中学校区を中心に町全体で推進

をしています。 

 まずは、ＳＴＥＡＭの実際の学習の様子について説明いたします。 

 こちらは、西角田小学校のあまおうプロジェクトの実践です。児童があまおうを使ったパフェ

を考案するというものです。御覧のように、チームに分かれてそれぞれが考えた案をプレゼンを

しています。こちらは実際に作ったパフェでございます。この学習においては、御覧のように植

物の成長条件から始まり販売コストの計算まで、様々な知識や技能が必要となります。これらは

御覧のように科学、技術、工学、芸術、数学と様々な分野に整理されます。つまりＳＴＥＡＭ教

育とは、このような様々な分野の学びを活用しながら創造的に学ぶ教育と言えます。 

 築上町においては、ＳＴＥＡＭの推進においてわくわく感、教科等横断、実社会・未来社会と

のつながり、創造性の４つをキーワードとして学びを進めているところです。 

 こちらは椎田中学校の実践です。町の人口減少という課題を出発点として、生徒たち自らがま

ちづくりのプロジェクトを考えました。御覧の画面のこの一つ一つが生徒が考えたプランです。

このような提案に至るまでの活動では、御覧のようにタブレット端末を活用しています。また学

ぶ形態も、個別、ペア、グループなど、生徒自らが学び方を選択しているのも本町におけるＳＴ

ＥＡＭ教育の特徴の一つです。 

 ここで、生徒が議場にてまちづくりのプランを提案した様子のニュース映像を御覧ください。 

 ＳＴＥＡＭ教育の取組は現在２年目となりました。今年で２年目が終わるところでございます

が、最近は３Ｄプリンタ、生成ＡＩ、ドローンなどの新たなテクノロジーも取り入れて、より創

造的に学ぶようにしています。これからも、わくわく感、教科等横断、実社会・未来社会とのつ

ながり、創造性の４つをキーワードに教育委員会が学校に伴走しながら進めていきたいと考えて

います。 

 説明は以上です。ありがとうございました。 

○町長（新川 久三君）  ありがとうございました。 

 では今のこの説明について、何か質問があれば承ります。どうぞ、教育長。 

○教育長（久保 ひろみ君）  質問といいますか、このような取組をしているのは、大きな目標と

しては、２１世紀を担う持続可能な社会のつくり手を育成していこうということで、やはり今ま

での一斉指導だけではなくて、子どもたちが自ら課題を見つけて、そして探究的に学んでいく、

そういう取組の一つでございます。まだまだ２年目ということで、取組自体は来年が最終報告会

になりますので、さらに研究を深めていっていただきたいなと思っているところです。 

 特にこの取組は椎田中学校区の小中学校全体で一緒に進めているというところで今、一つの学
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校だけでするのではなくて、今後は全町的に広げていきたいというふうに考えているところです。 

○町長（新川 久三君）  補足の説明がございました。ほかにないですかね。 

 なければ次の議題で、国際交流事業について、学校教育課からまた説明をお願いします。 

○学校教育課長補佐（中原 寿浩君）  学校教育課の中原でございます。ただいまから国際交流事

業について御説明をいたします。 

 国際交流事業についてなんですけれども、本事業は昨年の２月に、町長をはじめ教育長、議長、

中学校の校長先生及び事務局がグアムを訪問し、椎田中学校と築城中学校がグアムにあるホセリ

オス中学校と姉妹校の締結を行ったことからスタートしております。 

 本年度は、御覧のようにグアム現地でのプログラムに参加する生徒を募集いたしました。この

事業は、海外生活体験を通して英語力の向上や国際感覚を身につけ、グローバルな感性や豊かな

人間性を持った青少年を育成するとともに、姉妹校であるホセリオス中学校との友好親善及び相

互理解を深めることを目的としております。 

 中学校１・２年生を対象に募集をいたしまして、書類選考、面接選考を経て８名の生徒を選定

しております。内訳としましては、椎田中学校の生徒が４名、築城中学校の生徒が４名でござい

ます。それに加えまして、事務局として学校長をはじめ、先生方が椎田中学校が２名、築城中学

校が１名、随行しております。それに加えまして事務局が学校教育課長と学校教育課の参事、

２名随行の合計１３名で事業を進めております。参加する生徒たち含めまして、本日朝５時半過

ぎに集合しまして、６時頃にはこちらを出発して、福岡空港から名古屋を経由してグアムに行く

という予定で本日は進めているんですけど、機材繰りの関係で予定が少し変わっていると聞いて

おります。４泊５日、２月１３日の金曜日まで様々なプログラムを体験していただくという形で

計画しております。 

 明日、あさってにつきましては、ホセリオス中学校を訪問し、交流や現地の授業を体験してい

ただくということになっております。 

 また、グアム現地と築上町をオンラインで結び、交流するプログラムも計画しております。 

 ３日目につきましては、グアム大学で大学の教育プログラムを受講していただく形としており

ます。 

 なお、生徒参加による研修報告会を２月２６日に役場の３階会議室で実施する予定にしており

ます。写真は、訪問に向けて複数回開催した事前学習会の様子です。 

 町の子どもたちが今後、英語力、コミュニケーション能力、国際感覚が向上するような支援を

続けていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○町長（新川 久三君）  説明が終わりました。何か質問ございますか。いいですか。 
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 では次の議題、築上町図書館「築きのもり」についてを生涯学習課から報告をお願いします。 

○生涯学習課図書館係（脇山 千賀子君）  生涯学習課図書館係の脇山でございます。ちょっと資

料は特別に用意しておりませんので、口頭にて説明をしたいと思います。 

 昨年１１月２２日にオープンしました築上町図書館「築きのもり」について御説明いたします。 

 まず、１番目に概況です。 

 利用状況ですが、令和８年１月末現在で約２か月たちました。来館者数は延べで４万

５,１４３人、うち夕方６時以降の入館者数は２,００２人となっております。 

 そして利用者カードの作成者の数は、１,０３５人が新たに登録をして本の貸出しを行ってお

ります。 

 延べの貸出し人数は５,０１６人、貸出し冊数は１万７,３２３冊となっています。 

 図書館にあります蔵書の数についてですが、１階、児童書は１万５,２９０冊、雑誌は４４種、

２階には新聞５紙、それと移転後に新設しましたヤングアダルト、１０代向けのコーナーにつき

ましては約７２８冊、そしてＣＤ・ＤＶＤのＡＶ資料につきましては２９４点、一般書は２万

３,３７１冊で、１階と２階の開架の書架は４万２８８冊、配架しております。そして３階の閉

架書架は３万９０３冊と、合計で７万１,１９１冊を蔵書しております。 

 次に、職員ですが、町の職員が４人、会計年度任用職員が１２人、合計１６人で運営しており

ます。館内が広くなったことから、昨年、運営サポートボランティアと読み聞かせのボランティ

アを募ったところ、一番若い方で中学生、高齢の方は８０歳の方まで幅広い２５人の方に手を挙

げていただきまして、２回の講習・講義を受けていただいて、その後また実習も受けていただい

て、現在活動していただいているところです。 

 ボランティアの活動内容としましては、書架の整理や利用者への御案内、あと１階「あそべる

ほんだな」の見守り等が主な活動内容となっています。 

 ２番目に、令和７年度の事業及びイベントについてです。 

 例年行っている事業もありますが、図書館移転が令和７年度は大きな行事というか、事業とな

っておりましたので、令和７年７月１日に電子図書館をスタートしました。そして、コマーレの

旧図書館は８月１７日に閉館セレモニーを行いまして、閉館というふうな形になりました。そし

て９月末から引っ越し作業を行いまして、１１月２２日に開館記念式典及び絵本作家・宮西達也

氏の講演などを行ったオープニングイベントを開催いたしました。 

 そして３番目に、移転後のサービス拡大についてです。 

 まず１番目に、開館時間の延長という形です。休館日・火曜日を除く平日については１０時か

ら夜８時まで、土日・祝日は夕方６時までの開館時間の延長となっております。ハード面はもち

ろんそうなんですけども、全館Ｗｉ─Ｆｉの整備、また住民参画によるイベント及び展示企画の
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実施、あと毎週末のお話し会やイベントの開催、館内でのＤＶＤを見るブースの設置、そしてイ

ンターネットによるサイレントルームの座席予約など、ＤＸに向けても取り組んでおります。ま

た、タブレットの貸出しやインスタグラムのアカウントの開設、一番大きなものとしましてはカ

フェの新設です。隣にあるカフェの御利用も連日多くて、好評を得ております。 

 今後も、より魅力的な図書館になるようサービスの充実を図るとともに、ＳＮＳ等を通じて情

報発信をしていきたいと考えています。 

 ４番目に、課題と今後の展開ということで、課題としましては、図書館の交通手段の確保です。

これは生涯学習課だけで解決する問題でもありませんので、町全体で考えていくべき課題と考え

ております。 

 それと人件費や物価高騰による維持管理費、この先の予算確保も課題と考えております。 

 そして今後の展開ですが、この２か月半、館内の様子を見まして、１階の施設の子どもさんの

利用、本の貸出しはもちろん、２階の学習席の利用、また長時間の利用者も大変多く、住民の居

場所となっていると感じています。図書館は誰でも無料で使える文化・情報発信の施設であるだ

けでなく、築上町オリジナルですが、遊びながら楽しみながら本と触れ合える図書館は新しい図

書館の在り方であり、様々な可能性を持つ施設と感じています。 

 また、子育て世代が子どもさんに読み聞かせをしている姿や、子どもさんを通じてお母さん同

士がコミュニケーションを取っている姿をよく見かけます。こういう姿は子育ての一助になって

いると実感しているところです。 

 簡単ではございますが、築上町図書館築きのもりについての説明を終わります。 

○町長（新川 久三君）  御苦労さまでした。ただいまの説明について何か質問はございますか。

折本さん。 

○委員（折本 美佐子君）  折本です。質問ではないんですけれども、今脇山参事の報告を聞かせ

ていただきまして、来館者が、既に４万５,０００人超えということで、本当にうれしく思いま

す。思い起こせば、何年前だったか、３年前だったか、３年半ぐらいですか、総合教育会議で図

書館の話が出たことを懐かしく思っております。それから隈研吾事務所に設計を頼んでいただい

てという流れだったと思うんですけど、出来上がるまでに町長、教育長はじめ、関係課の皆さん

御苦労も本当に多かったと思うんですけれども、こうやって完成してみて、私もちょくちょく行

っています。本当にいいです。感じるのが、やっぱりさすが隈研吾事務所さんといいますか、う

ちの町にぴったりくる緑と調和した、中から外を見てもいい感じだし、外から中を見てもいい感

じだし、何よりそこにいると居心地がいい、癒やされる、元気がもらえる。ここに書いてある

「出会う・つながる・わくわくする」というのを本当に満たしてくれているなというのを本当に

利用していて思います。これからやっぱり維持していくことでお金もかかっていきますが、私も
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町民として、また教育委員としてできることは一生懸命やり、またこの図書館をいい意味で育て

ていかなければいけないなと思っております。ここで町長に、この御決断をいただいて本当にあ

りがとうございましたと感謝を伝えたいです。町長、ありがとうございました。 

 以上です。 

○町長（新川 久三君）  質問じゃなくて意見をありがとうございました。 

 ほかに何か質問ございますか。なければ次の項目に移ります。 

 椎田地区小中一貫校建設事業についてということでお願いします。 

○教育施設整備室（樽本 知也君）  教育施設整備室の樽本でございます。資料は本日お配りして

いるスケジュール等の資料を御覧ください。 

 教育施設整備室からは、現在の椎田地区小中一貫校の建設事業について、スケジュール等の工

事概要について説明させていただきます。 

 事業の工程につきましては、お手元の事業の全体スケジュールでございますが、令和５年度か

ら本事業の設計業務を進めてまいりまして、昨年から、そして今年にかけまして実施設計を終え

まして、本年度は条件つきの一般競争入札によりまして、建設業者の選定を行いました。そして

ようやく、何回か不調になったという流れもございましたが、９月末から川口・大同特定建設工

事共同企業体によりまして、校舎棟の建設が今始まっております。 

 建設工事は、予定どおりということで、令和９年３月までを計画しておりまして、令和９年

４月からの開校を目指しております。 

 また、校舎棟が、開校した後、令和９年度から令和１１年度にかけましては、校舎棟周りの外

構２期工事、そして旧校舎の解体を３期工事、そして小学校グラウンドの工事を４期工事、そし

て最後に中学校グラウンドの工事を５期工事といたしまして、児童生徒が通う中で工事が進んで

まいりますので、安全面を考慮いたしまして、１期から５期までの各工事の期間を重複しないよ

うな形での計画としております。 

 なお、正門下の敷地外に約１２０台程度の駐車可能な駐車場の整備も計画しております。現在、

外部駐車場につきましては、本年度に用地買収を終えまして、現在、仮設の臨時駐車場、また工

事ヤードとして使用しておりますが、工事の期間内、あるいは状況を見ながら建築工事の完成後

に舗装を含めた駐車場の造成工事も併せて行っていく計画でございます。 

 なお、建物は鉄筋コンクリート造の３階建てとなっておりまして、延床面積は１万

２,６３０平米となっております。また、今回建設する小中・地域コミュニティ一帯型校につき

ましては、環境面に配慮いたしましてオール電化施設としております。また、学校では珍しいん

ですけれども、上履きを廃止いたしまして一足制に対応した建物として計画しております。 

 建物の構成につきましては、後ろのほうにもつけておりますが、１階に小学校の１年生から
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４年生までの教室、また特別支援学級、教職員や保健室、校長室など管理諸室を配置しておりま

す。そして２階に、小学生の５・６年生と中学校の１年生から３年生までの教室、また理科室等

の特別教室を配置しております。そして一番上の３階には、今現在もう老朽化しております椎田

中央公民館の代替施設として利用可能な多目的ホールや事務室や会議室を建物の西側に集約して

配置しております。 

 また、学校施設ではありますが、地域の方々にも利用していただけるような音楽室やクッキン

グスタジアム、技術科室、ＳＴＥＡＭラボ等特別教室を東側に配置しているところでございます。 

 非常に簡単ではありますが、現在までの建設工事のスケジュールについて説明させていただき

ました。以上です。 

○町長（新川 久三君）  お疲れでした。ただいまの説明について何か質問ございますか。いいで

すか。では折本委員。 

○委員（折本 美佐子君）  折本です。今の３階の説明を聞いてちょっと質問させていただきたい

のですが、私は教育委員をしておりますが、個人で少しですけれどもグループの合唱の指導もし

ております。例えばうちのグループがここを使いたいってなったときに音楽室も使えるという今

説明だったんですけど、音楽室が授業で使っていなければ使えるという解釈でいいですか。 

○教育施設整備室（樽本 知也君）  我々が建物の建設の担当になりますので、はっきり運用上の

関係が伴ってくると思いますが、建物の建設の中で一番苦慮したのがセキュリティーゲート。要

は一般の人が入ってくるとなりますとなかなか学校面の安全対策等が非常に重要な事項になりま

すので、基本的には３階までエレベーターで外部の方との入り口を分けまして、そして３階にそ

のまま上がってもらいまして、事務室のセキュリティーゲートを通過した方が入れる、安全面を

考慮してそういった構造にしておりますので、今おっしゃられたような、それが平日使えるのか

とかいう話は運用上の問題になろうかと思いますが、そうした問題点をクリアするような施設と

して整備を考えておりますので、今後、皆さんの御意見も伺いながらそういった運用が可能な施

設として建設しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（折本 美佐子君）  分かりました。ありがとうございます。 

○町長（新川 久三君）  ほかにございませんか。なければ質疑を終わりたいと思います。 

 次に意見交換ということで、先ほどから意見も出ておりましたけれども、意見交換ということ

で今までの全ての４つの項目に対して意見の交換をやりたいと思いますが、どなたか発言願えま

すか。小林委員。 

○委員（小林 正尚君）  失礼します。先ほどから４点について説明ありましたけど、まず１点目、

ＳＴＥＡＭ教育ですが、自分も現役のときからこだわったのが、子どもの学習意欲というところ
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です。学習意欲をどうやって高めるかというところで、このＳＴＥＡＭ教育が、これまで総合的

な学習とかで日頃行っている基礎基本の学習を活用してやってきたところのさらに発展的なとこ

ろでＳＴＥＡＭ教育が位置づいていると思うんですけど、このことによって子どもたちが何のた

めに学校に来て何を学んでいるかというところが、非常に身近な教材で、さらに地域の自分たち

のこれから大切にしなくちゃいけないような教材をもって学んでいけるという、その学習の価値

観が非常に体験的に子どもたちが感じるんじゃないかな、その点で学習意欲が非常に高まってい

くんじゃないかなと思いますので、ＳＴＥＡＭ教育についてはさらに、御苦労もあると思います

が、推進していただけたらありがたいなというふうに思います。 

 それから、２点目の国際交流につきましても、子どもたちが何となくこのグアム、英語圏の表

現力とか、いろいろちょっとわくわくするような感じがそこでも意欲がぶわーと高まるような何

かそんな感じがして、ぜひこれも今後推進してもらいたいなというふうに思います。 

 それから、３点目の築きのもりにつきましては、自分の孫も行ってあそこでいろいろ過ごして

楽しかったということで帰ってきておりますので、自分もちょっと空いているときに見に行った

ら、何か絵に描いたようにあそこの遊び場の周りで親子がブロックかな、何かしたりとかしなが

ら本を見たりとか、本当理想のような光景が浮かんできて非常にいいなというふうに感じました。 

 ４点目の小中一貫の工事のほうも大変御苦労されながらここまで推進されて、大変ありがたい

なというふうに思っています。これも町長さんが温かく見守ってもらって推進していただいたお

かげで築上町の４本柱というか、それが非常にいい方向に行っているなというふうに感じており

ます。 

 以上です。 

○町長（新川 久三君）  ありがとうございます。ほかに何かありますか。なければ私から聞いて

いいかな。 

 以前に、このＳＴＥＡＭ教育というか、上城井のキクイモの取組があって、これもこの一環に

なるのか。それと椎田小学校と八津田小学校が海のアサリ貝を４年生で砂を入れて海につけて、

そして５年は観察、６年生で食べると、そういう計画で事業をやっていると思いますけど、これ

もＳＴＥＡＭ教育の一環になるのかどうか。 

○教育長（久保 ひろみ君）  今町長の言われたように、上城井のキクイモも販売までしています

ので、これもＳＴＥＡＭ教育の一環として考えています。椎田のアサリの取組についてもＳＴＥ

ＡＭ教育の中のカリキュラムに位置づけて実践しております。まさに地域教材を学ぶということ

を主眼に置きながらこのＳＴＥＡＭ教育を進めていまして、新しいことに目を向けるということ

ももちろん大事なんですけど、地域にある素材をいかに子どもたちの興味関心湧くものにしてい

くかというところで取組をしているところです。 
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 詳しくあればまた付け加えてもらいたいと思います。 

○指導主事（寺門 東君）  詳しいというわけではございませんけども、そういう学習がなぜ可能

になったのかというと、これはもうひとえに一人一台端末タブレットが整備されたからです。こ

れからの教育は、もちろん大事にしなければいけないことは大事にしなければいけませんが、文

科省は情報技術という言葉をしっかり使って情報活用能力を身につけなさいと打ち出しています。

総合的な学習を通して情報活用能力を身につける。情報活用能力が身につけば、この答えのない

世界を生き抜いていけるという目標で今後私たち教育関係者はやっていかなければいけないと思

っていますので、そういう意味も含めてＳＴＥＡＭ教育の推進は大変重要だと思っております。 

 以上です。 

○町長（新川 久三君）  ありがとうございました。何かほかにございませんか。正野委員。 

○委員（正野 法子君）  今お話にあったＳＴＥＡＭ教育のキクイモとか、各小学校いろんな取組

があると思うんですけど、小原小学校だったら神楽とかもその一つに入るんですかね。それぞれ

学校によって取り組んでいるものが違うと思うんですけど、これ新しい小学校になった場合、統

合して、そういった場合はどうなっていくんですか。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。今言われたように、それぞれの地域で特色

ある取組をしてもらっています。令和９年には再編統合という形で一つの新しい小学校ができま

すが、そのカリキュラムの中にそれぞれの今まで地域でつくってきた伝統的な取組、神楽であり

ますとか、それから小原でありましたら米作り体験ですかね、そういうのを取り組んでいますけ

れども、そういうものをしっかりと位置づけながら、子どもたちが学べるように今カリキュラム、

今年は令和７年でございますので試行をしました。令和８年は完全実施になりますので、そうい

うものをきちんと入れたカリキュラムで学べるように今整備をしているところです。 

○町長（新川 久三君）  いいですかね。何かほかにございますか。 

 なければ、これで意見交換を終わりたいと思います。 

 ５番目のその他、特別に何かあれば、提言とか何かあれば。教育長。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。今御意見等もいただきました。この取組が

進んでまいりましたのは、本当に思い起こしますと、町長がコミュニティ・スクール、私が就任

する前でございますけれども、コミュニティ・スクールの取組をスタートしていただきまして、

地域と共にある学校づくり、そしてそれを取り巻く学校を核にした地域づくりをどんどん進めて

ほしいというところからこのような学校教育、そして社会教育の部門が今進められてきていると

本当にありがたいなと思っているところです。説明は学校教育、そして生涯学習課とありました

けれども、私はやはりこれは一体的に取組を進めていく。おぎゃーと生まれた赤ちゃんが成長し

ていくには、学校教育の部門もありますし、家庭教育、社会教育の部門というのが非常に大きな
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役割を果たすということで、今回このような取組がそれぞれの課でできていますのは、根本にあ

るコミュニティ・スクール、そして地域学校協働活動というこの取組からスタートしていると思

いますので、我々、ここの理念をしっかりと理解して、今後子どもたちの育成、先ほど私が最初

に申しましたけれども、これからいろいろなものが変化していくと思うんですけれども、その

２１世紀を担う持続可能な社会のつくり手に子どもたちを育てていかなければならないと思って

おりますので、教育委員会としてもしっかりと実践を積み重ねて、よりよい子どもたちを進めて

いくとともに、地域づくりも私たちの役割ではないかなと思っていますので、皆さんのお力を借

りてどんどん元気な築上町にしていけたらいいなというふうに思っています。 

○町長（新川 久三君）  それでは、ちょっと閉会前にもう一回私から。 

 本当に皆さんにはお世話になって、ありがとうございました。特に、私は町長就任以来、教育

予算、これにはちょっと特別に委員会からの要求についてはほぼ満たしてきたんじゃないかなと

思っておりますし、他の自治体からは「築上町いいね」という羨ましがられる声も聞いておると

ころでございます。いろんな面で教育というのがやっぱり日本の根幹、そしてまたそれは築上町、

行政が携わるという形になっておりますので、予算は極力、使わないでいい教育ができれば一番

いいんですけど、やっぱり予算は要るものでございますので、次の町長にもこういうことを念頭

にやってもらえばと思っておりますので、今後とも新しい町長をよろしくお願い申し上げて、私

の最後の言葉とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 では閉会しましょう。 

○学校教育課長補佐（中原 寿浩君）  それでは、以上をもちまして令和７年度第１回築上町総合

教育会議を閉会したいと思います。 

 ありがとうございました。 

午前９時４５分閉会 

────────────────────────────── 


